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第
90
回
全
国
市
長
会
議
（
通
常
総
会
）
を

６
月
３
日
に
開
催
し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
予
防
す
る
た

め
、
出
席
者
は
正
副
会
長
、
支
部
長
、
都
道

府
県
市
長
会
会
長
と
し
、
会
議
規
模
を
縮

小
。
初
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
形
式
で
開
催
。
翌
日
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
メ
ン
バ
ー
専
用
ペ
ー
ジ
）に

動
画
を
掲
載
し
た
。

　

会
議
は
、
総
会
運
営
委
員
長
の
森
・
鹿
児

島
市
長
の
進
行
の
下
、
冒
頭
、
会
長
の
立
谷
・

相
馬
市
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
次
い
で
、

安
倍
・
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
高
市
・
総
務
大

臣
か
ら
の
来
賓
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
、
永
年
勤
続
特
別
功
労
者
（
25
年
勤

続
）２
名
、
特
別
功
労
者（
20
年
勤
続
）８
名
、

永
年
勤
続
功
労
者（
12
年
勤
続
）58
名
に
つ
い

て
、
被
表
彰
市
長
へ
郵
送
に
よ
る
表
彰
を
行

う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
議
事
に
入
り
、
立
谷
会
長
が
議

長
と
な
り
、
会
務
報
告
が
了
承
さ
れ
、
全
国

市
長
会
平
成
30
年
度
決
算
お
よ
び
令
和
２
年

度
予
算
の
承
認
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
総
会

運
営
委
員
会
に
お
い
て
諮
ら
れ
、
通
常
総
会

に
上
程
さ
れ
た
各
支
部
提
出
の
82
議
案
に
つ

い
て
、
常
任
委
員
会
委
員
長
の
了
承
の
下
、

議
案
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
一

括
説
明
が
あ
り
、
了
承
を
得
た
。
次
に
、
会

長
か
ら
一
括
上
程
さ
れ
た
７
件
の
決
議
案
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
決
議
」「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
及
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
へ

の
対
応
に
関
す
る
決
議
」「
国
土
強
靭
化
、
防

災
・
減
災
対
策
等
の
充
実
強
化
に
関
す
る
決

議
」「
地
方
創
生
の
推
進
・
分
権
型
社
会
の
実

現
に
関
す
る
決
議
」「
都
市
税
財
源
の
充
実
強

化
に
関
す
る
決
議
」「
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
及

び
学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
関
す
る

決
議
」「
参
議
院
議
員
選
挙
制
度
改
革
に
関
す

る
決
議
」
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
決
定
し
た
。

　

次
い
で
、
総
会
運
営
委
員
長
の
森
・
鹿
児

島
市
長
の
進
行
の
下
、
役
員
改
選
に
入
り
、

正
副
会
長
候
補
者
選
考
委
員
会
座
長
の
山
口
・

千
歳
市
長
か
ら
の
報
告
ど
お
り
、
会
長
（
任

期
２
年
）
に
立
谷
・
相
馬
市
長
を
、
副
会
長

（
任
期
１
年
）
に
山
下
・
深
川
市
長
、
谷
藤
・

盛
岡
市
長
、
久
住
・
見
附
市
長
、
牧
野
・
飯
田

市
長
、
富
岡
・
熊
谷
市
長
、
田
辺
・
静
岡
市
長
、

齊
藤
・
熱
海
市
長
、
河
井
・
木
津
川
市
長
、

萩
原
・
美
作
市
長
、
久
保
田
・
宇
部
市
長
、

岡
﨑
・
高
知
市
長
、
池
田
・
都
城
市
長
が
選

出
さ
れ
決
定
し
た
。

　

新
し
く
就
任
し
た
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
通
常
総
会
は
閉
会
さ
れ
た
。

　

な
お
、
全
国
市
長
会
議
の
運
営
に
当
た
っ
て

は
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
総
会
運
営
委
員
が
行
っ
た
。

議事進行する全国市長会会長、立谷・相馬市長
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役員改選

新正副会長
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第
90
回
全
国
市
長
会
議
が
本
日
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
長
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
ご
ろ
か
ら
地
方
自
治
の
最
前
線
で
地
域

社
会
の
発
展
や
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め

ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
に
大
き
な
ご
負

担
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、
特
別
定
額

給
付
金
の
給
付
に
関
す
る
事
務
等
に
ご

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

政
府
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
た

な
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
、
も
う

一
段
の
新
た
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
判

断
し
、
先
週
第
２
次
補
正
予
算
を
決
定
し

ま
し
た
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
固
定
費
の

大
胆
な
軽
減
、
資
金
繰
り
支
援
の
さ
ら
な

る
大
幅
な
強
化
、
医
療
提
供
体
制
や
検

査
体
制
の
拡
充
を
行
う
と
と
も
に
、
地
方

の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
が

可
能
と
な
る
よ
う
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
も
２
兆
円
増
額
し
ま
す
。

　

先
般
の
補
正
予
算
等
と
合
わ
せ
財
政

支
出
は
１
２
０
兆
円
、
事
業
規
模
は

２
３
０
兆
円
を
超
え
る
も
の
と
な
り
ま

す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
４
割
に
上
る
世
界
最
大
の

対
策
に
よ
っ
て
、
こ
の
１
０
０
年
に
一
度

の
危
機
か
ら
日
本
経
済
を
守
り
抜
い
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
回
の
危
機
を
未
来
に
向
け
た
社
会

変
革
の
契
機
と
し
、
国
と
地
方
が
一
層
連

携
し
て
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

熊
本
県
宇
土
市
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
が
、
ご
自
身
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
地
元
企
業
等

と
も
連
携
し
、
非
接
触
型
の
検
温
装
置
を

開
発
さ
れ
ま
し
た
。
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
の

機
器
を
改
良
し
て
、
マ
ス
ク
を
し
た
ま
ま

で
も
１
秒
で
検
温
で
き
、
37
・
５
度
以
上

を
感
知
す
る
と
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
仕
組

み
と
の
こ
と
で
す
。
宇
土
市
も
こ
の
検
温

装
置
を
庁
舎
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
防
止

に
大
き
く
役
立
て
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

今
後
、
感
染
拡
大
を
予
防
し
な
が
ら
、

新
た
な
日
常
を
作
り
上
げ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
政
府
も
国
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
踏
み

出
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

今
後
と
も
国
と
地
方
が
心
を
一
つ
に
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市

長
の
皆
さ
ま
が
引
き
続
き
そ
の
力
を
存
分

に
発
揮
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
国
が
進
め
る
諸
施
策
へ

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
全
国
市
長
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
本
日
ご
列
席
の
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
全
国

市
長
会
議
開
催
に
際
し
て
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
90
回
全
国
市
長
会
議
の
開
催
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
長
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日

頃
よ
り
地
域
の
発
展
に
ご
貢
献
い
た
だ
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま
し

て
も
、
感
染
拡
大
防
止
や
社
会
機
能
の
維

持
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
と
安
全

の
確
保
の
た
め
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
こ
の
度
の
特
別
定

額
給
付
金
の
事
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
迅

速
か
つ
的
確
な
給
付
に
向
け
て
ご
対
応
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
、
救
急
の
現
場
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
移
送
等

に
全
力
で
対
応
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
全

国
の
救
急
隊
員
の
皆
さ
ま
の
日
々
の
ご
尽

力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
敬
意
を

表
し
ま
す
。
救
急
搬
送
困
難
事
案
の
解
消

に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
で
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
先
月
27
日
に

閣
議
決
定
し
ま
し
た
第
２
次
補
正
予
算
に

お
き
ま
し
て
も
、
第
１
次
補
正
予
算
に
引

き
続
き
救
急
隊
の
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

す
る
た
め
の
事
業
を
措
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
区
町
村
窓
口
等
に
お
け
る
電

子
証
明
書
に
関
す
る
手
続
き
の
処
理
の
円

滑
化
と
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
手
続
き
の
さ

ら
な
る
推
進
を
図
る
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
関
係
の
シ
ス

テ
ム
処
理
能
力
を
増
強
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
事
業
や
生
活
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る

納
税
者
の
皆
さ
ま
に
向
け
て
、
徴
収
猶
予

制
度
の
特
例
や
中
小
事
業
者
等
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
を
創
設
す

る
な
ど
、
地
方
税
制
上
の
措
置
を
講
じ
ま

し
た
。
各
市
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
積
極
的
な
制
度
の
周
知
・
広
報
と
と

も
に
納
税
者
の
皆
さ
ま
の
お
か
れ
た
事
情

に
配
慮
し
た
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
税
収
や
公
営
企
業
の
料
金

収
入
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
生
じ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
減
収
補ほ
て
ん填
債

等
の
公
的
資
金
確
保
や
料
金
収
入
減
に

対
応
す
る
特
別
減
収
対
策
事
業
債
の
特

例
発
行
等
の
資
金
繰
り
支
援
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
地
方
団
体
の
財
政
運
営
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
に
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
以
降
、
人
と
人
と
の
接
触
を
で
き

る
限
り
少
な
く
し
な
が
ら
社
会
経
済
活
動

を
継
続
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

大
き
く
貢
献
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
第
２
次
補
正
予
算
で
は
、
幅
広
く

活
用
い
た
だ
け
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
の
支

援
予
算
を
大
幅
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
相
談
体
制
の
強
化
に
必
要

な
予
算
を
確
保
い
た
し
ま
し
た
。
積
極
的

な
ご
活
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
全
国
市
長
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
先
生
方
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。


